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　The objective of this study was to clarify the factors affecting academic ability and views of 
learning in arithmetic and math lessons.  Question items were compiled on the basis of the results 
of interviews with university students and between July 2008 and December 2009, 576 students 
from three universities were asked to complete a written questionnaire.   After excluding data with 
missing values, the number of samples was taken to be 485, and these were analyzed by means of 
covariance structure analysis.  
　Results showed that where arithmetic and math lessons were concerned, providing “lessons 
suited to children,” would increase the “desire to learn” and “learning ability” and “views of 
learning” would also be affected.   In addition, a strong correlation was found between “creative 
arrangement of teaching materials” and “lessons suited to children” and this also influenced “views 
of learning.”  The big difference between arithmetic and math lessons was that in arithmetic 
“learning together” was shown to be the construct concept whereas this was not shown to be the 
case in math.
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に 、 「 日 常 で の 有 用 さ 」（ t （ 4 8 4 ）
=12.23,p<.001）、「家族の援助」（t（484）
=12.12,p<.001）の項目では算数の平均値が高
く 、 「 塾 や 家 庭 教 師 」 （ t （ 4 8 4 ）





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































***：p<0.001   **：p<0.01   *：p<0.05   
平均値標準偏差
算数：小６
嫌いではない
（N＝299）
嫌い
（N＝186）
平均値標準偏差平均値標準偏差
算数・数学の授業における学力及び学習観に影響を及ぼす要因
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図４　数学（中学校３年）の授業
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由として、学級担任制から教科担任制になる
ことや、中学校の「教師の専門性」の項目の
平均値が小学校と比べて有意に高いことか
ら、中学校の数学教師の専門性の高さが考え
られる。
　また、図１、２を比較してみると、「算数
や数学は好きですか、嫌いでですか」の質問
について「好きである」と「やや好きであ
る」を合わせた割合は35.9％、中学校３年時の
「好き」の割合は32.8％となっており、大学生
である現在よりも中学校３年時の方が3.8ポイ
ント下回っている。反対に、否定の「嫌いで
ある」と「やや嫌いである」を合わせた割合
は48.9％、中学校３年時の「嫌い」の割合は
56.7％となっており、現在よりも中学校３年時
の方が7.8ポイント上回っている。義務教育に
おける算数・数学の授業のあり方が問われる
ところである。
２．算数・数学の授業や学習の比較　
　算数・数学の授業や学習を比較し、以下の
ような相違点があることがわかった。
・数学の内容は抽象的であるため、中学校
では「日常での有用さ」が感じにくい。
・わからなかった時の対応として、小学校
では「家族の援助」が多いが、中学校で
は「友達の援助」「教師の援助」が多く
なっており、「塾や家庭教師」などの学
校外での学習が増える。
・「説明のわかりやすさ」、「児童（生
徒）のペースに合わせた進め方」、「宿
題の多さ」、「質問・意見」といった教
師の授業のしかたや、「能力の高さ」、
「得意」、「楽しさ」、「面白さ」と
いった学力や学習観については、小学校
と中学校の間であまり違いがみられな
い。
　また、「嫌い」、「嫌いではない」の２群
において、算数・数学ともに特に平均値の差
が大きかったのは、「得意」、「面白さ」、
「楽しさ」、「成績のよさ」、「能力の高
さ」であり、学力や学力観の違いが非常に大
きいことが示された。国際数学・理科教育動
向調査（TIMSS）の結果において、平均得点
が国際的に見て上位を維持しているが、算数
の勉強は楽しいかということについては国際
的に見て依然と低いままであることから、
「楽しさ」、「面白さ」を高めるような授業
を行っていくことが課題である。
３．算数・数学の学力及び学習観に及ぼす要因
　算数や数学の授業において、「児童（生
徒）に合った授業」をすることで「学習意
欲」が高まり、「学力」や「学習観」に影響
を及ぼすことが示された。また、「教材の工
夫」は、「児童に合った授業」との相関が高
く、「学習観」にも影響することがわかっ
た。算数と数学の授業との大きな違いは、算
数では「学び合い」が構成概念として示され
たが、数学では示されなかったことである。｢
学び合い｣は、「児童に合った授業」、「教材
の工夫」と相互に関連している。
　算数・数学の授業についての構成概念のう
ち、「児童に合った授業」は客観主義的な学
習指導、「学び合い」と「教材の工夫」は構
成主義的な学習指導にあたる。「教材の工
夫」は「学習観」に影響することから、「楽し
さ」、「面白さ」を高めるには構成主義的な学
習指導を授業の中に入れていく必要がある。
Ⅴ　おわりに
　教師を対象とした先行研究において、教師
は算数科の授業では客観主義的な学習指導を
多く用いていること、算数科が客観的な学問
としてとらえられていること、構成主義的な
学習指導が客観主義的な学習指導に比べ、授
業実践が難しいものであること、教師の学習
指導が児童の学習観にも影響を与えているこ
とがわかった。本研究は、大学生という学習
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者の立場からの研究であり、客観主義的な学
習指導だけでなく、構成主義的な学習指導が
学習観に影響を与えることが明らかになっ
た。構成主義的な学習指導の難しさは先行研
究において示されていることではあるが、本
研究の調査結果から、構成主義的な学習指導
を行っていくことが重要である。
　今後は、対象を算数・数学の授業を実践し
ている教師を対象として半構造化面接法によ
る調査を実施し、教師の授業に対する考え方
や学習観、具体的な授業のあり方について質
的分析によって明らかにし、構成主義的な授
業モデルの構築を図りたい。
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